















































































































































1年生女子 20 名，2年生男子 29 名，2年生女子
6名，3年生男子 18名，3年生女子 8名，4年生























































































































































1年生女子 19 名，2年生男子 18 名，2年生女子
7名，3年生男子 15名，3年生女子 4名，4年生
男子 7名，4年生女子 6名，回答不備 11 名）で
あった。結果の分析には，回答不備を除く，93
名を対象に行った。結果を以下に示す。
4.　今後の課題と展望
アスリートセンター学術研究会の取り組みとし
て，2015 年に始められたアスリート講習会が今
年で 3年目になった。2018 年度は，サッカー部
が千葉県１部リーグにおいて初優勝を果たし，他
の部も関東 2部リーグで活躍を収めた。アンケー
トの結果からもわかるように多くのアスリート学
生が講習会で得られた知識は競技力向上と繋がっ
ていると考えており，自分の取り組みを変えてい
くつもりだと回答している。また，大学内でアス
リートはどのような役割を担っているかという質
問に対しては，「他の学生の見本となるべき存在」
「大学の顔」などの回答が得られ，大学内で活躍
を期待されている存在としての認識をし始めてい
るのではないかと感じられた。アスリートセンタ
ーは，競技と学業の両立を目指し，学業成績の管
理，就職先の管理など，大学生活４年間を通じて
人間的成長を促すこと目標に4つの強化指定部を
統括する役割を学内で担っている。また，それと
ともにセンターの理念として掲げられている「日
本一を目指す」という競技力向上をどう行ってい
くかが今後ますますアスリートセンターで考える
べき課題となってくると考えられる。
江戸川大学の現状から考えると，強化部に所属す
る学生の数は年々増加し，コーチングスタッフのみ
で個別指導を行っていくことが難しくなってきてい
る。その現状を踏まえ，アスリートセンターが組織
として学生の教育・競技力向上に携わり，育成シス
テムを充実させていくべきだと考えられる。
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